日本在住の外国人児童のための継承語教育プログラム

―スペイン語・ポルトガル語を母語とする児童生徒を対象として―
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１．　対象学習者

日本の公立小・中学校に在籍するスペイン語・ポルトガル語を母語とする児童を対象とする。
スペイン語圏、ポルトガル語圏の国にルーツをもつニューカマーの子ども達であるという点では共通しているが、年齢、入国時期、滞日歴（日本生まれも含む）、またその児童を取り巻く環境もさまざまである。

２．　学習状況：

  母語能力（保持レベル）、日本語能力（習得レベル）は各児童により様々であり、また教科

学習においても同様にマルチレベルといえる。

3． 概要：
　日本の公立小･中学校に在籍する児童生徒に対する支援に関しては、日本各地でその必要性がさけばれ、さまざまな試みが行われてはいるが、その多くは、JSLとしての日本語学習支援や、日本の義務教育カリキュラムについていくための教科支援に関するものである。母語保持･育成の重要性も認識されつつはあるものの、確固たる継承語教育プログラムの確立には至っていないのが現状であり、カリキュラムに沿った継承語教育の実践はほとんどなされていないと言えるであろう。

　本カリキュラムは、１．の対象学習者の集住地区において在籍校を巡回し指導する教育委員会の巡回指導員、現場での支援に携わる語学相談員、そして対象児童を支援する民間のＮＰＯ団体やボランティアグループを組織する者といった別々の立場ながらも上述の共通認識を持つ者が集まり制作した。即実践に活かせるものをと、制作者の一人である語学相談員が実際に支援に携わる母語教室のカリキュラム制作を試みた。

　対象母語(スペイン語)教室は、センター校と指定された小学校において、2006年6月から週　　1回2時間のペースで開かれているが、確立したカリキュラムはなく、スペイン語母語のペルー人教師によりペルーの教科書を使用したクラス運営が行われている。しかし、対象児童９名(ペルー国籍)は上述のとおりマルチレベルであり、そのため、クラス運営においてさまざまな問題が生じている。その現状を踏まえ、以下に、カリキュラム制作にあたって、特に留意した点を挙げる。

1． 参加児童のモチベーションの維持を目的とし「楽しい教室活動」を目指す。

2． 日本ではマイノリティ言語である母語(スペイン語)に自信を持てるよう、また、母文化、自分自身のルーツに自信が持てるよう、しいては自分自身のアイデンティティ確立につながることを目的としたプロジェクトを取り入れる。

3． 児童のマルチレベルに配慮し、全員が参加できるプロジェクトベースのシラバスを作成。

4． 児童参加型プロジェクトであるため、児童間のピアコーチングを最大限に利用。

5． 周囲の理解を促すため教室活動内容を周囲(児童の保護者、日本人児童の保護者、学校の教師、日本人児童、エスニックコミュニティ、民間ＮＰＯ・ボランティア等)へアピール(外への発信)する機会をもうける。

6． 周囲から(特に日本人児童を中心として)も気軽に参加できるように(内への招聘)開かれた教室作り。

7． アセスメントとしてプログラムのはじめと終わりに母語(スペイン語)での読解力を測るテストを実施。

8． 教師は、プロジェクトを通して(もしくはクラス活動を通して)、習得が望まれる言語形式の目標を定めおく。

9． プロジェクトとは別に、毎週継続した「読み聞かせ」と「プロセスライティング」の時間を取り入れる。

10．宿題は、日本語学習また学校の教科学習の負担を考慮し、児童の母語教室参加へのモチベーション低下を避けるため出さない。

　

１から10の留意点に基づき、6ヶ月間のカリキュラムを作成した。本稿では、紙面の都合上、詳述は避けプロジェクト題目を表１に示す。

	第１週目

～２週目
	児童の読解能力評価テスト（Beaver,J(2000) Evaluacion del Desarrollo de la Lectura(EDL) Celebration Press）の実施

	第３週目～５週目
	自分たちの教室を作ろう。―スペイン語を使って、国旗、地図などの掲示物を作成。ぺ

ルーについて知り(調べ)、発表(展示)する機会をもつ。―

	第６週目

～７週目
	家族に手紙を書こう。―母語教室が新しくはじまったことを家族に知らせる手紙を書く。-

	第８週目

～９週目
	母語教室を学校のクラスの友だちに紹介しよう。―ビデオレターを作成し、ペルーについての紹介や、スペイン語について紹介する。日本人の友だちも教室に参加したくなるようなビデオレターを作成。―

	第10週目

～12週目
	ペルーの料理を紹介しよう。―料理について調べ、保護者による料理講習会（日本人保護者対象）を実施―

	第13週目

～15週目
	コンクールに作文を出そう。―プロセスライティングで少しずつ書き溜めた作文をもとに書く。―

	第16週目
	クリスマスカードを作ろう。

	第17週目～19週目
	他の学校のペルーからの友だちと友だちになろう。―メールで他校在籍の児童とのやりとりを行う。―

	第20週目

～22週目
	お話を作ろう―プロセスライティングで書き溜めた作文をもとに、一つの物語を完成させる。絵本にして展示･発表。―

	第23週目～24週目
	児童の読解能力評価テスト（Beaver,J(2000) Evaluacion del Desarrollo de la Lectura(EDL) Celebration Press）の実施（2回目）―1回目との比較―


＜表１：　６ヶ月間のプロジェクト案＞　

また、毎回のクラス活動の基本カリキュラムを表２のように作成した。

	時間
	活動
	内容

	5分


	自分の出席カード（フォルダ）と名札をとる。
	来たらまず自分の出席カードを取る。



	10分


	ゲーム・歌


	体を動かし声を出すアクティビティ。みんなでリラックスし、クラスの連帯感を強める。

	5分
	前回の復習
	

	45分


	今日のプロジェクト


	プロジェクトに沿って、その日のプロジェクトをおこなう。ピアコーチングを活用しつながらも、グループ分け等の主導権は教師がもつ。

	10分
	ことばの練習
	語彙や文法を意識的に学習するための時間。

	10分


	読み聞かせ


	教師による読み聞かせ、ＣＤ　の活用、ペアワーク、グループワーク、紙芝居etc.

	30分


	プロセスライティング


	全カリキュラムを通して、教師の問いかけ（キュー）を手がかりに少しずつサンプルセンテンスを書き溜めていく。

	5分
	出席カード記入・提出
	時間に余裕があれば、ゲームや歌を取り入れる。


＜表２：毎回のクラス活動の基本教案＞

4． 制作者の反省・感想：

今回のカリキュラム制作においては、各制作者のそれぞれの立場からの意見を取り入れながら、即実践に活かせるプログラム案を作成することができたのではないかと思う。また１回きりの授業案ではなく、６ヶ月間のカリキュラム全体を通して考えることができた点も評価できるのではなかろうか。ただ、実際にクラス運営をはじめると、主体である児童たちの出席率や、運営の中心となるペルー人教師との連携など、重要な課題が見えてくるであろう。これらの点を考慮し、クラス活動を行っていく中で、随時修正を加えていく必要があると考える。ペルー人教師と今後の運営に関する調整が終わった現時点では、本カリキュラムに対して、大変な興味と理解を得ることもでき、また、学校関係者からの書籍購入等の支援や、固定教室の確保等も順調に進み、全体が軌道にのりつつある。今まさに、カリキュラムを開始しようとしているところではあるが、一つ一つの問題点をクリアにし、実践に結び付けていきたい。

なお、今回のグループ活動のカリキュラム制作にあたっては、名古屋外国語大学教授 中島和子先生にさまざまなアドバイスをして頂き、デイスカッションを重ね、試案の完成に至った。
